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田
中
峰
雄
著

『
知
の
運
動
　
＋
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
大
学
へ
一
』

小
田
内

隆

　
著
者
の
田
中
峰
雄
氏
が
一
九
九
三
年
二
月
一
六
日
に
火
災
と
い
う
不
慮
の

事
故
で
突
然
他
界
さ
れ
、
我
々
に
大
き
な
衝
繋
を
与
え
た
こ
と
は
、
な
お
記

憶
に
生
々
し
い
。
本
書
は
、
生
前
に
公
刊
さ
れ
た
日
本
語
に
よ
る
専
門
論
文

を
ほ
ぼ
す
べ
て
収
め
、
編
集
し
た
遺
稿
集
で
あ
る
。
巻
末
に
は
、
同
じ
く
中

世
大
学
史
の
専
門
家
で
あ
ら
れ
る
大
嶋
繭
篭
に
よ
る
懇
切
な
解
題
が
付
さ
れ

て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
著
者
の
代
表
作
は
一
九
八
三
年
に
国
8
冨

創
①
。
。
鵠
桑
津
。
ω
け
言
α
o
ω
Φ
づ
ω
o
δ
昌
。
①
ω
o
Q
o
9
鈴
①
。
。
に
摩
出
さ
れ
た
学
位
論

文
（
一
九
九
〇
年
に
公
刊
）
で
あ
り
、
本
論
集
の
第
三
部
以
下
の
多
く
は
そ

れ
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
。
評
者
は
大
学
史
の
全
く
の
門
外
漢
で
あ
り
、
ま

た
こ
の
主
著
も
眼
を
通
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
嶋
氏
の
解
題
は
業
績
全
体

と
、
個
々
の
論
文
に
つ
い
て
簡
潔
に
解
説
し
、
そ
の
学
術
的
価
値
に
つ
い
て

具
体
的
で
適
切
な
コ
メ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
評
は
ほ

と
ん
ど
無
く
も
が
な
と
い
え
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
と
危
惧

し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
、
一
読
者
の
「
読
解
」
の
例
を
提
供
し
、
読
む
過
程

で
喚
起
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
興
昧
深
い
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を

加
え
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
ま
ず
、
本
書
の
構
成
は
、
全
編
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
簡
潔
に
集
約
し
た
と
思

え
る
序
説
に
続
き
、
第
一
部
の
二
編
の
論
文
（
第
一
、
二
章
）
は
、
著
者
の

初
期
の
関
心
で
あ
っ
た
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
を
中
心
に
十
二
世
紀

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
問
題
を
扱
う
。
第
二
部
以
下
は
、
そ
の
後
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
な
っ
た
申
世
パ
ジ
大
学
史
関
係
の
諸
論
稿
で
あ
る
。
第
二
部
は
、
十
三

世
紀
の
パ
リ
大
学
と
托
鉢
修
道
会
の
間
の
対
立
に
関
す
る
二
つ
の
論
文
（
第

三
、
四
章
）
か
ら
な
る
。
附
論
｝
と
し
て
本
書
末
に
置
か
れ
た
「
中
世
都
市

の
貧
民
観
」
は
パ
リ
大
学
史
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
…
九
七
〇
年
代

末
に
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九

七
九
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
の
パ
リ
留
学
後
、
著
者
は
そ
の
成
果
の
一
端

を
次
々
と
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
十
四
、
五
世
紀
の
パ
リ
大
学
に
関
す
る

本
格
的
な
社
会
史
的
研
究
は
、
中
世
後
期
の
パ
リ
と
西
欧
社
会
の
な
か
で
大

学
の
位
澱
を
扱
っ
た
三
編
（
第
三
部
，
第
五
～
七
章
）
と
、
学
位
制
度
と
そ

の
運
用
を
具
体
的
に
分
析
し
た
六
器
（
第
四
部
、
第
八
～
十
三
藁
）
と
に
大

き
く
分
け
ら
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
学
位
論
文
と
関
連
す
る
こ
の

後
半
部
分
が
著
者
の
業
績
の
中
心
で
あ
り
、
ま
た
、
大
嶋
氏
が
雷
わ
れ
る
よ

う
に
国
際
的
に
も
高
水
準
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
貢
献
と
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

末
尾
に
は
、
二
つ
の
附
論
が
あ
る
。

　
以
下
、
諸
論
稿
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
の
成
果
の
主
要
な
諸
点
を
整
理
し
、

若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
い
。

　
ま
ず
、
「
知
の
運
動
」
と
題
し
た
序
説
は
、
大
学
の
成
立
の
意
味
を
十
二

世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
の
な
か
に
探
り
、
こ
の
時
代
の
知
の
運
動
が
教
育
の
在
り

方
に
重
大
な
変
革
を
も
た
ら
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
修
学
の
公
的
認
定
と
し

て
の
学
位
を
核
と
し
て
「
公
父
島
」
が
確
立
し
た
と
強
調
す
る
。
そ
れ
は
、

「
学
知
の
歴
史
に
と
っ
て
ま
ぎ
れ
も
な
い
講
件
で
あ
っ
た
。
」
言
う
ま
で
も
な
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く
、
修
学
の
公
的
認
可
（
学
位
）
と
い
う
観
念
の
背
景
に
は
教
育
が
社
会
的

エ
リ
ー
ト
養
成
の
揚
と
な
り
、
教
会
や
国
家
に
官
吏
を
送
り
込
む
役
割
を
担

い
始
め
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
学
知
が
支
配
の
た
め
の
必
要
条
件
と
な
っ

た
と
も
言
え
よ
う
。
「
知
の
運
動
」
が
こ
う
し
た
社
会
的
次
元
を
獲
得
し
た

と
こ
ろ
に
、
「
公
教
育
」
の
制
度
と
し
て
の
大
学
が
成
立
し
た
。
後
年
、
学

位
制
度
の
研
究
へ
と
主
要
関
心
を
向
け
て
い
っ
た
著
者
の
、
問
題
意
識
の
あ

り
か
が
う
か
が
え
る
。

　
第
一
部
で
は
、
ま
ず
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
を
代
表
す
る
知
識
人
の
一
人
、

ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
の
学
芸
観
を
検
討
す
る
（
第
一
章
）
。
従
来
、

こ
の
人
物
は
個
々
の
思
想
家
の
体
系
的
・
独
創
的
思
想
の
評
価
に
重
心
を
置

き
が
ち
の
伝
統
的
思
想
史
研
究
で
は
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
教
養
人
と
し

て
片
付
け
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
思
想
形
成
ま
た
は
表
白
の
姿

勢
、
精
神
」
、
つ
ま
り
精
神
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
い
う
次
元
で
見
る
と
き
、
ヨ

ハ
ン
ネ
ス
は
十
二
批
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
の
重
要
な
　
面
に
光
を
当
て
て
く
れ
る
。

『
メ
タ
ロ
ギ
コ
ソ
』
の
分
析
を
つ
う
じ
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
の
学
芸
観
の
独
自
性

が
学
芸
を
現
実
社
会
の
な
か
で
徳
の
実
践
を
可
能
な
ら
し
む
手
段
と
し
て
生

か
そ
う
と
し
た
点
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
彼
自
身
の
政
治
的
経
験
の
な
か
か

ら
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
み

た
学
芸
観
は
そ
の
ま
ま
彼
の
政
治
思
想
に
も
連
な
る
（
第
二
章
）
。
つ
ま
り
、

徳
あ
る
霜
主
の
教
育
に
は
学
芸
が
、
つ
ま
り
は
知
識
入
に
よ
る
訓
育
が
不
可

欠
と
い
う
『
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
』
で
の
主
張
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
従
来

別
個
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
教
育
思
想
（
『
メ
タ
ロ
ギ
コ
ソ
』
）
と

政
治
思
想
（
『
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
』
）
は
、
彼
に
あ
っ
て
は
ひ
と
つ
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
以
上
を
つ
う
じ
て
、
大
学
の
成
立
に
先
行
す
る

十
二
世
紀
前
半
に
都
市
を
舞
台
と
し
て
登
場
す
る
知
識
人
の
多
彩
な
人
間
像

の
一
例
が
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
描
か
れ
た
。
と
く
に
、
そ
れ
を
あ
く
ま
で
時

代
の
過
渡
的
な
知
の
状
況
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
点
は
、
い
ま
で
も
新
鮮
で

あ
る
。

　
続
く
第
二
部
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
十
三
没
紀
の
大
学
の
危
機
」
の
主
要
局

面
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
パ
リ
大
学
を
舞
台
と
し
た
托
鉢
修
道
会
と
の
論
争
を

扱
う
。
第
三
章
の
「
形
成
器
の
パ
リ
大
学
と
托
鉢
修
道
会
」
は
、
こ
の
專
件

が
教
皇
庁
の
介
入
を
招
き
、
そ
れ
を
契
機
に
都
市
的
職
業
集
団
の
ひ
と
で
あ

っ
た
「
知
識
人
の
画
期
的
な
組
織
化
」
と
し
て
、
大
学
の
真
の
意
味
で
の
形

成
に
導
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
論
争
は
托
鉢
修
道
制
の
正
当
性
や
そ
れ
を
背
後

で
支
え
る
教
皇
権
を
め
ぐ
る
教
会
姉
上
の
闇
題
へ
と
発
展
し
、
大
学
を
キ
リ

ス
ト
教
社
会
の
重
要
問
題
に
深
く
関
与
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
、
後
者

に
焦
点
を
設
定
す
る
。
そ
の
際
、
大
学
の
在
俗
教
師
た
ち
が
教
区
聖
職
者
と

利
害
を
共
有
し
、
後
者
の
教
区
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
対
修
道
者
闘
争
に
大
き
な
理

論
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
ず
、
論
争
の
背
景
が
示
さ

れ
、
続
い
て
在
俗
教
師
を
代
外
し
た
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
サ
ン
タ
ム
ー
ル
の
思

想
分
析
を
つ
う
じ
、
こ
の
集
団
の
理
論
的
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
ず
、

教
授
位
は
栄
誉
で
あ
る
の
で
、
謙
遜
・
世
捨
て
の
修
道
誓
願
に
矛
盾
す
る
と

い
う
論
理
で
あ
る
。
大
学
の
知
識
人
の
職
業
的
自
負
心
が
表
朗
さ
れ
、
興
味

深
い
。
し
か
し
、
托
鉢
修
道
士
の
進
出
を
前
に
し
て
、
聖
職
考
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
在
俗
教
師
層
は
、
教
区
壁
職
考
と
理
論
的
に
も
現
実
の
利
害

に
お
い
て
も
、
一
体
感
を
強
め
た
。
こ
う
し
て
、
職
業
的
集
団
と
し
て
の
教
師

は
よ
り
大
き
な
聖
職
者
集
団
の
一
部
と
し
て
、
教
区
紛
争
の
代
理
戦
争
（
司

牧
論
争
）
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
論
は
、
無
資
格
の

修
道
老
に
特
権
を
与
え
る
教
皇
権
の
あ
り
か
た
に
も
向
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は

祉
¢
巳
ぎ
仙
。
℃
o
密
ω
寅
げ
尻
を
主
張
し
た
十
三
世
紀
教
皇
権
へ
の
反
論
で
あ
り
、
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評書

当
時
の
教
皇
に
と
っ
て
は
何
よ
り
も
こ
の
点
が
自
ら
へ
の
挑
戦
と
し
て
問
題

と
な
っ
た
。
こ
の
関
連
で
、
著
者
は
Y
・
M
・
」
コ
ソ
ガ
ー
に
従
っ
て
ギ
ヨ

ー
ム
の
議
論
に
す
で
に
公
会
議
主
義
の
萌
芽
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
な
お

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ア
の
頂
点
と
し
て
の
立
場
自
体
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
と
し

て
、
そ
の
時
代
的
限
界
も
指
摘
す
る
。
続
い
て
、
托
鉢
修
道
制
の
正
当
性
、

つ
ま
り
清
貧
と
托
鉢
の
否
定
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
修
道
者
に
と
っ
て
は
最

馬
添
な
問
題
だ
が
、
在
俗
教
師
層
に
と
っ
て
は
た
ん
な
る
中
傷
、
非
難
と
し

て
戦
略
的
性
格
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
に
と
っ
て
清
貧
は
、

修
道
者
の
義
務
た
る
労
働
を
放
棄
し
物
乞
い
に
い
た
る
が
ゆ
え
に
悪
で
あ
る
。

托
鉢
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
。
「
よ
り
良
き
精
神
的
仕
事
（
説
教
、
教
育
）
に
従

事
し
て
い
よ
う
と
」
健
康
な
物
乞
い
は
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
悪
徳

の
源
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
聴
衆
に
物
乞
い
す
る
説
教
師
は
「
偽
説
教
師
」

で
あ
る
。
こ
の
関
連
で
、
書
論
一
「
中
世
都
葡
の
貧
民
観
」
は
き
わ
め
て
興

味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
托
鉢
修
道
士
の
都
市
社
会
に
お
け
る
位
置
に
光

を
当
て
る
べ
く
、
M
・
モ
ラ
指
導
下
に
穴
○
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て

行
わ
れ
た
共
同
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
中
世
の
貧
性
、
貧
民
問
題
に
取
り

組
ん
だ
こ
の
論
文
は
、
今
日
な
お
我
が
国
で
は
手
薄
の
分
野
で
の
重
要
な
基

礎
文
献
と
し
て
の
意
義
を
失
わ
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
十
三
世
紀
の
托
鉢
修

道
士
の
大
学
進
出
に
対
し
て
、
在
俗
教
師
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
清
貧
」
、
「
托

鉢
1
1
乞
食
」
批
判
は
中
世
末
期
の
貧
民
排
除
の
論
理
を
先
取
り
し
て
い
る
こ

と
、
リ
ュ
ト
ブ
フ
ら
の
托
鉢
修
道
士
の
風
刺
は
や
は
り
中
世
末
期
の
貧
民
排

除
の
な
か
で
文
学
的
定
形
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ギ

ヨ
ー
ム
の
批
判
は
伝
統
的
な
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
制
の
原
則
（
祈
り
働
け
）

を
根
拠
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
新
味
は
な
い
。
し
か
し
、
托

鉢
修
道
制
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い
都
市
的
現
象
に
は
じ
め
て
理
論
的
に
取

り
組
ん
だ
結
果
と
し
て
、
将
来
の
発
展
を
｝
定
程
度
素
描
し
え
た
こ
と
は
や

は
り
注
目
に
値
す
る
。
第
四
章
「
対
修
道
者
闘
争
と
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
」

は
、
従
来
の
研
究
史
で
は
対
托
鉢
修
道
士
闘
争
の
な
か
で
ド
、
ミ
ニ
コ
、
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
会
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
論
じ
ら
れ
て
ぎ
た
こ
と
へ
の
批
判
で

あ
る
。
史
料
で
は
つ
ね
に
ド
ミ
ニ
コ
会
が
前
面
に
出
て
く
る
の
に
対
し
て
、

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
に
つ
い
て
は
論
争
の
決
定
的
な
一
壷
期
に
言
及
が
消
滅

す
る
と
い
う
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
こ
れ
に
注
屠
す
る
こ
と
で
新
し
い

知
見
を
加
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
以
上
を
つ
う
じ
て
、
研
究
史
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
パ
リ
大
学
と
托
鉢
修

道
会
、
教
皇
権
と
の
諸
関
係
に
つ
い
て
明
快
な
展
望
が
立
て
ら
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
た
だ
、
こ
の
論
争
の
過
程
で
、
教
師
集
団
の
職
業
的
自
意
識
が
よ

り
大
き
い
帰
属
意
識
（
在
俗
聖
職
者
）
の
背
景
に
退
い
て
い
く
こ
と
は
、
も

っ
と
知
事
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
教
皇
権
、
王
権
、
都
市
、
托
鉢

修
道
士
と
い
っ
た
外
部
勢
力
と
の
関
係
の
な
か
で
「
知
識
人
」
と
し
て
の
彼

ら
の
自
己
認
識
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
三
部
は
、
中
世
宋
期
の
パ
リ
大
学
と
栓
会
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
ま

ず
、
第
五
章
「
中
世
後
期
の
パ
リ
左
岸
地
区
」
は
パ
リ
大
学
と
都
市
パ
リ
の

関
係
を
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
分
析
し
、
左
岸
地
区
の
都
市
化
が
パ
リ
大
学

の
発
掘
と
と
も
に
実
現
し
た
こ
と
を
あ
と
づ
け
て
い
る
。
ま
ず
、
一
一
〇
〇

年
頃
、
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
が
は
じ
め
て
パ
リ
の
地
を
踏
ん
だ
と
き
に
は
、
パ

リ
は
シ
テ
に
ほ
ぼ
全
住
民
が
暮
ら
す
「
ま
っ
た
く
凡
庸
な
都
市
」
で
後
に
大

学
地
区
と
な
る
左
岸
は
農
村
地
区
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
と

左
岸
の
大
学
地
区
へ
の
発
展
を
結
び
付
け
る
概
説
レ
ヴ
ェ
ル
の
知
識
し
か
な

い
評
者
に
は
、
こ
の
指
摘
は
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
時
代
の
知
識
人
を
取
り
巻
い

た
で
あ
ろ
う
地
理
的
環
境
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
て
く
れ
、
新
鮮
な
驚
き

137　（303）



で
あ
っ
た
。
左
岸
が
本
格
的
に
都
市
的
様
相
を
帯
び
、
教
師
、
学
生
の
移
倥

に
よ
っ
て
パ
リ
大
学
の
活
動
が
も
っ
ぱ
ら
こ
こ
に
集
中
し
て
い
く
の
は
、
一

二
五
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
教
師
集
団
の
ギ
ル
ド
化

が
進
み
、
パ
リ
大
学
の
形
成
が
み
ら
れ
た
晴
期
で
あ
る
。
以
上
の
点
を
確
認

し
た
う
え
で
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
め
の
左
岸
地
区
の
都
市
空
間

の
様
相
を
一
二
二
九
年
の
タ
イ
ユ
課
税
台
帳
を
手
掛
か
り
に
検
討
し
、
相
当

の
密
集
化
が
す
で
に
進
み
、
大
学
入
の
生
活
に
適
合
す
る
社
会
構
造
が
形
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
し
か
し
、
当
初
は
教
師
の
学
院
、
学

生
の
佐
居
は
分
散
し
、
い
わ
ば
「
大
学
」
は
拡
散
し
て
い
た
の
に
対
し
、
十

四
世
紀
中
に
凝
集
化
が
進
み
学
部
ご
と
に
一
定
地
区
に
集
中
し
、
と
く
に
フ

ァ
ー
ル
通
り
に
教
場
を
集
中
さ
せ
た
学
芸
学
部
に
つ
い
て
は
や
が
て
教
揚
を

法
人
と
し
て
の
大
学
が
一
手
に
所
有
、
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
追
跡

で
き
る
。
こ
の
点
は
、
第
十
三
章
で
再
び
検
討
さ
れ
る
が
、
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ

の
面
で
の
左
岸
地
区
の
「
大
学
地
区
」
化
が
こ
の
結
果
生
ま
れ
た
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
第
四
部
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
学
位
制
度
の

「
秩
序
化
」
（
十
五
世
紀
初
め
）
は
こ
の
凝
集
化
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
六
章
「
学
生
の
出
身
地
分
布
ー
イ
ギ
リ
ス
人
・
ド
イ
ツ
人
ナ
シ
オ
を

中
心
と
し
て
一
」
は
、
従
来
、
十
三
世
紀
の
大
学
の
「
国
際
性
」
、
十
四
、

五
世
紀
の
動
乱
に
よ
る
多
く
の
外
國
人
の
流
出
、
そ
し
て
国
民
国
家
の
発
展

に
伴
う
新
設
大
学
の
急
増
に
よ
る
大
学
の
地
方
化
が
印
象
レ
ヴ
ェ
ル
で
語
ら

れ
て
き
た
研
究
状
況
に
対
し
て
、
統
計
的
分
析
を
導
入
す
る
こ
と
で
パ
リ
大

学
の
地
理
的
影
響
圏
に
つ
い
て
の
認
識
を
修
正
し
て
い
る
。
こ
の
点
す
で
に
、

「
聖
職
親
仁
願
状
」
を
用
い
た
J
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の
研
究
が
、
統
計
的
手
法

に
よ
っ
て
、
パ
リ
大
学
の
教
師
・
学
生
の
圧
倒
的
多
数
が
北
仏
出
身
者
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
中
世
後
期
に
お
け
る
大
学
の
地
方
化
を
実
証
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
は
「
塗
職
禄
請
願
状
」
と
い
う
史
料
が
そ
の
性
格
上

パ
リ
近
郊
出
身
者
を
実
際
以
上
の
比
率
で
示
す
た
め
、
問
題
が
多
い
と
批
判

す
る
。
そ
こ
で
、
例
外
的
に
十
四
世
紀
前
半
か
ら
十
五
世
紀
半
ば
ま
で
の
時

期
に
つ
い
て
豊
か
な
史
料
を
も
つ
パ
リ
大
学
学
芸
学
部
の
イ
ギ
リ
ス
人
・
ド

イ
ツ
人
ナ
シ
オ
を
蔀
例
研
究
の
対
象
に
選
ぶ
。
こ
こ
で
は
「
プ
ロ
ク
ラ
ト
ル

記
録
」
が
＝
二
三
三
年
か
ら
一
四
五
二
年
に
か
け
て
ほ
ぼ
欠
け
る
こ
と
な
く

現
存
し
、
そ
こ
に
は
学
位
取
得
一
者
の
リ
ス
ト
が
記
録
さ
れ
、
豊
富
な
情
報
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
限
ら
れ
た
ケ
ー
ス
な
が
ら
約

一
倣
紀
に
わ
た
っ
て
通
時
的
な
統
計
分
析
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
学
位

制
度
を
扱
っ
た
第
四
部
で
も
主
要
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
極
め
て
慎
重
で
、

綿
密
な
統
計
分
析
の
結
果
は
、
こ
の
闇
題
領
域
に
独
自
の
貢
献
を
可
能
と
し

た
。
ま
ず
、
中
世
末
の
パ
リ
大
学
に
は
「
照
臨
人
」
学
生
は
極
め
て
少
な
く

圧
倒
的
多
数
は
フ
ラ
ン
ス
北
部
出
身
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
通
時
的
に
見

る
か
ぎ
り
つ
ね
に
一
定
数
の
「
外
国
人
」
学
生
が
パ
リ
大
学
に
送
り
込
ま
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
パ
リ
大
学
の
牽
引
力
の
地
方
化
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。
反
対
に
、
十
二
、
三
世
紀
の
パ
リ
大
学
に
言
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の

外
国
人
学
生
が
い
た
と
は
思
え
な
い
。
比
率
は
高
か
っ
た
が
実
数
に
は
大
差

が
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
十
三
世
紀
の
国
際
性
か
ら
中
世
末
に
お
け
る
地

方
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
相
対
化
し
て
み
る
必
要
性
が
で
て
く
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の
研
究
が
こ
う
し
た
伝
統
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
史
料
的
に
追
認
す
る
に
止
ま
っ
た
の
に
対
し
、
著
老
は
パ
リ
大
学
の
地

理
的
牽
引
力
に
つ
い
て
新
鮮
な
展
望
を
提
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
第
七
章
「
シ
ス
マ
と
パ
リ
大
学
」
で
は
、
大
シ
ス
マ
に
対
し
て

パ
リ
大
学
人
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
が
検
討
さ
れ
る
。
一
三
七
八
年
の
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評書

シ
ス
マ
勃
発
後
、
中
立
か
ら
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
支
持
、
さ
ら
に
「
公
会
議
主

義
の
途
」
か
ら
一
三
八
二
年
に
お
け
る
二
度
目
の
ク
レ
メ
ン
ス
支
持
へ
と
シ

ス
マ
初
期
の
パ
リ
大
学
の
態
度
は
目
ま
ぐ
る
し
く
動
く
。
著
者
は
、
教
皇
庁

に
提
出
さ
れ
る
「
聖
職
禄
請
願
状
」
へ
の
大
学
人
の
熱
狂
ぶ
り
を
「
プ
ロ
ク
ラ

ト
ル
記
録
」
か
ら
明
ら
か
に
し
、
最
終
的
に
請
願
状
送
付
へ
の
願
望
が
シ
ス

マ
で
の
帰
属
（
ク
レ
メ
ン
ス
支
持
）
を
決
定
づ
け
、
中
立
の
政
策
も
原
則
と

い
う
よ
り
は
送
付
に
よ
っ
て
こ
の
熱
狂
が
収
ま
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
一
貫
し
て
聖
職
禄
獲
得
と
い
う
動
機
に
規
定
さ
れ
て
い
た
大
学
に
対

し
て
、
教
皇
庁
は
聖
職
禄
期
待
権
を
切
り
札
に
干
渉
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
世
後
期
の
大
学
人
の
思
考
と
行
動
が
な
に
よ
り
も
宮

職
キ
ャ
リ
ア
へ
の
期
待
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
、
シ
ス
マ
に
直
面
し
て
帰
属
の

決
定
を
迫
ら
れ
た
と
き
、
「
大
雨
後
の
生
活
」
（
キ
ャ
リ
ア
）
を
第
一
に
考
え
、

修
学
の
効
用
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
強
く
意

識
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
、
が
強
調
さ
れ
る
。
学
位
が
教
授
資
格

の
証
明
と
し
て
の
性
格
を
変
え
、
社
会
的
栄
達
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
な
り
、
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
大
学
が
次
第
に
自
由
な
教
育
と
研
究
の
場
か
ら
国
家
に
奉

仕
す
る
職
業
教
育
の
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
、
中
世
後
期
の
状
況
が
具
体

的
に
浮
き
彫
り
さ
れ
る
。
他
方
、
通
説
で
は
シ
ス
マ
の
影
響
で
ド
イ
ツ
人
教

師
、
学
生
の
大
量
退
去
を
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
が
、
「
プ
ロ
ク
ラ
ト
ル

記
録
」
に
も
と
つ
く
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
そ
う
し
た
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。

い
い
か
え
れ
ば
、
シ
ス
マ
は
キ
ャ
リ
ア
に
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
が
、
修

学
そ
の
も
の
に
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。

　
続
い
て
第
四
部
は
、
大
学
と
い
う
新
し
い
型
の
教
育
機
関
を
生
み
出
し
た

要
因
で
あ
る
学
位
制
度
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
研
究
史
上
の
豊
か
な
蓄
積

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
も
っ
ぱ
ら
規
約
に
も
と
づ
い
た
制
度
の
理
想
像
の

み
が
論
及
さ
れ
、
実
際
の
制
度
運
用
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

著
者
は
学
芸
学
部
の
イ
ギ
リ
ス
人
・
ド
イ
ツ
人
ナ
シ
オ
を
事
例
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
「
硬
直
化
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
十
四
、
五
世
紀

の
大
学
制
度
像
を
㎝
書
す
る
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
十
三
世
紀
に

確
立
し
た
制
度
の
た
ん
な
る
繰
り
返
し
で
は
な
く
、
変
動
す
る
社
会
の
な
か

で
機
能
す
る
生
き
た
制
度
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
真
に
「
秩
序
化
」
さ
れ
た
。

第
八
章
「
学
位
制
度
に
お
け
る
《
ω
肖
剛
）
α
①
け
①
頃
昌
P
一
口
帥
昏
随
O
》
」
は
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
論
究
さ
れ
な
か
っ
た
「
副
裁
定
制
」
と
い
う
特
殊
な
学
位
取
得
形
態

に
初
め
て
本
格
的
な
検
討
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
意
味

は
、
十
五
世
紀
に
大
き
く
変
わ
り
、
「
貧
困
学
生
」
と
学
位
取
得
料
を
払
う

学
生
と
を
裁
定
の
形
式
で
区
別
す
る
た
め
の
も
の
と
な
る
。
　
い
わ
ば
、
「
貧

困
学
生
」
の
不
名
誉
の
徴
へ
と
性
格
を
変
え
る
。
著
者
は
、
こ
の
制
度
を
「
貧

困
学
生
偏
研
究
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
る
も
の
と
し
て
、
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
。
第
九
章
「
学
位
取
得
状
況
」
は
、
　
一
連
の
学
位
制
度
研
究
の
中
核

を
な
す
論
文
で
あ
る
。
学
位
制
度
の
現
実
の
運
用
を
、
学
位
取
得
状
況
の
統

計
的
分
析
を
つ
う
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
課
題
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

十
五
世
紀
の
前
半
ま
で
に
「
デ
テ
ル
ミ
ナ
シ
オ
の
翌
年
に
リ
セ
ン
シ
ア
を
取

得
し
、
た
だ
ち
に
マ
ギ
ス
テ
リ
ウ
ム
に
な
る
」
と
い
う
、
学
位
取
得
の
基
本

的
な
在
り
方
が
確
立
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
こ
に
は
、
か
つ
て
の
規
約

が
空
洞
化
す
る
　
方
で
、
慣
行
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
学
位
制
度
の
運
用
が
秩
序
化

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
う
一
つ
こ
の
変
化
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
教

会
裁
治
権
者
に
よ
る
教
授
免
許
（
リ
セ
ン
シ
ア
）
が
マ
ギ
ス
テ
リ
ウ
ム
と
一

体
化
し
、
た
ん
に
形
式
的
学
位
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
学
位
制
度
は
完
全

に
大
学
内
の
制
度
と
な
っ
た
。
ま
た
、
学
位
そ
の
も
の
も
実
際
の
教
授
活
動

の
条
件
と
い
う
よ
り
は
実
務
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
な
っ
た
。
実
際
に
教
授
活
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動
を
す
る
者
は
一
五
％
に
と
ど
ま
る
。
そ
し
て
、
マ
ギ
ス
テ
ル
が
貧
し
い
ほ

ど
教
育
に
関
わ
る
傾
向
が
あ
る
。
反
対
に
、
職
域
な
も
の
ほ
ど
学
位
取
得
後

に
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
上
級
学
部
の
学
位
を
武
器
に
、
三
界
、
俗
界
を
と

わ
ず
高
位
の
役
職
に
つ
い
た
。
こ
の
意
味
で
、
中
世
大
学
が
社
会
階
層
の
格

差
を
固
定
化
、
拡
大
す
る
傾
向
を
も
つ
に
い
た
っ
た
こ
と
が
、
強
調
さ
れ
る
。

前
章
で
、
「
貧
困
学
生
」
が
デ
テ
ル
ミ
ナ
シ
オ
の
試
験
で
差
別
化
さ
れ
る
に

い
た
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
関
連
で
注
説
さ
れ
る
。
第
十
章
「
学

位
取
得
の
変
事
形
態
」
は
、
規
約
か
ら
の
二
つ
の
変
則
事
例
の
検
討
に
よ
っ

て
そ
れ
を
「
変
則
」
と
評
価
す
る
研
究
者
の
側
の
「
常
識
」
に
反
省
を
せ
ま

り
、
同
時
代
の
法
意
識
で
は
む
し
ろ
常
態
で
は
な
か
っ
た
か
と
問
う
。
こ
の

論
文
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
サ
ソ
ト
・
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
と
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
で
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
て
い
た
二
つ
の
り
セ
ン
シ
ア
は
従
来
考
え
ら
れ
た

以
上
に
大
き
な
相
違
を
も
つ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
大
学
は
サ
ン
ト
・
ジ
ュ

ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
の
リ
セ
ソ
シ
ア
に
の
み
関
わ
り
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
リ
セ
ン

シ
ア
は
否
定
し
な
い
ま
で
も
大
学
の
学
位
体
系
の
な
か
に
位
置
を
与
え
て
い

な
い
。
こ
の
認
識
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
教
会
権
力
に
よ
る
り
セ
ン
シ
ア
に

対
抗
し
て
デ
テ
ル
ミ
ナ
シ
オ
、
マ
ギ
テ
リ
ウ
ム
と
い
っ
た
学
位
の
成
立
を
み

る
通
説
の
方
向
性
に
、
…
定
の
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
関
連

で
、
す
で
に
み
た
第
九
章
で
、
十
五
世
紀
初
め
の
「
学
位
制
度
の
秩
序
化
し

に
と
も
な
っ
て
リ
セ
ン
シ
ア
が
形
式
的
な
意
味
し
か
も
た
な
く
な
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
大
学
と
パ
リ
教
会
の
関
係

に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
十
一
章
「
ブ
ル
サ
考
」

で
は
、
学
位
取
得
料
を
定
め
る
基
礎
単
位
で
あ
る
ブ
ル
サ
の
実
態
を
分
析
す

る
こ
と
を
つ
う
じ
、
こ
の
制
度
の
現
実
の
運
用
と
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が

る
教
師
と
学
生
の
関
係
の
一
面
（
謝
礼
の
問
題
）
と
を
検
討
し
て
い
る
。
こ

こ
で
も
、
ブ
ル
サ
申
告
に
ナ
シ
オ
が
次
第
に
統
制
を
強
め
十
五
世
紀
の
初
め

に
は
申
告
さ
れ
た
額
を
ナ
シ
オ
が
査
定
す
る
と
い
う
形
式
が
確
立
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
学
位
制
度
の
他
の
側
面
に
も
広
く
認
め
ら
れ
る
「
秩
序

化
」
が
こ
こ
で
も
平
行
し
て
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
ブ
ル

サ
申
告
に
指
導
教
師
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
史
料
的
に
明
ら
か
に
し
、
そ

こ
に
学
位
取
得
に
と
も
な
う
謝
礼
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
予

想
に
反
し
て
史
料
が
全
く
沈
黙
し
て
い
る
パ
リ
大
学
の
「
授
業
料
」
の
問
題

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
を
、
著
者
は
発
見
す
る
。
そ
し
て
、

学
位
取
得
の
謝
礼
に
つ
い
て
は
や
は
り
ブ
ル
サ
が
基
礎
単
位
と
な
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
魅
力
約
な
仮
説
を
提
示
す
る
。
も
し
こ
の
仮
説
が
正

し
い
と
す
る
と
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
、
「
授
業
料
」
に
つ
い
て

慣
行
上
の
ル
ー
ル
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
十
三
章
「
規
約
と
慣
行
」
で
は
、
｝
連
の
学
位
制
度
研
究
で
成
文
規
約
と

境
実
の
慣
行
と
の
間
に
複
雑
な
相
互
作
用
が
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か

に
し
て
き
た
著
者
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
大
学
人
の
法
意
識
の
在
り
方
に
光

を
あ
て
た
論
文
で
あ
る
。
大
学
人
の
集
団
意
志
が
制
度
を
そ
の
時
々
の
現
実

に
感
じ
て
修
正
し
、
や
が
て
規
約
に
成
文
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ

ッ
ド
に
描
か
れ
る
。
中
世
大
学
人
の
法
意
識
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

で
は
な
お
中
世
人
の
心
性
一
般
（
慣
行
の
重
み
）
の
関
わ
り
で
し
か
説
明
さ

れ
て
い
な
い
が
、
未
開
拓
な
テ
ー
マ
を
提
起
し
た
注
外
す
べ
き
論
文
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
後
す
る
が
、
第
十
二
章
「
一
四
歳
か
一
九
歳
か
」
は
、

十
四
世
紀
中
葉
の
学
則
集
に
あ
る
一
四
歳
以
上
と
い
う
デ
テ
ル
ミ
ナ
シ
オ
の

資
格
年
齢
が
、
誤
記
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
従
来
研

究
老
に
よ
っ
て
信
頼
さ
れ
た
史
料
が
、
じ
つ
は
そ
の
扱
い
に
な
お
慎
重
さ
を

要
す
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
の
指
摘
に
は
、
著
者
…
流
の
批
判
的
精
神
が
よ
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く
う
か
が
え
る
。
史
料
に
客
観
的
に
む
か
っ
て
い
る
か
に
み
え
る
場
合
で
も
、

し
ば
し
ば
「
常
識
」
が
史
料
に
対
す
る
研
究
者
の
姿
勢
を
規
定
し
て
い
る
。

「
信
頼
で
き
る
」
テ
ク
ス
ト
と
い
う
「
常
識
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
最

後
に
置
か
れ
た
附
論
二
「
史
料
の
数
字
の
信
葱
性
」
で
、
箸
者
は
率
直
に
「
危

う
い
史
料
の
記
述
で
も
、
い
っ
た
ん
活
字
と
し
て
史
料
集
に
収
録
さ
れ
る
と
、

多
く
の
研
究
岩
が
安
心
し
て
依
拠
す
る
か
ら
恐
い
も
の
で
あ
る
」
（
五
八
○

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
史
料
に
対
す
る
慎
重
で
謙
虚
な
姿
勢
は
、

本
書
所
収
の
論
文
の
随
所
で
史
料
の
統
計
分
析
の
成
果
に
つ
い
て
「
蓋
然
性
」

と
い
う
限
定
を
つ
け
て
い
る
こ
と
に
も
、
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
表
境
が
、
著
者
の
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
「
中
庸
の
人
」
ソ
ー

ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
に
も
み
ら
れ
る
の
は
（
本
書
二
九
頁
）
、
偶
然
の
一

致
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
稿
を
通
観
し
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加

え
て
き
た
。
全
体
と
し
て
、
著
者
の
問
題
関
心
は
思
想
史
か
ら
大
学
の
社
会

史
へ
と
移
り
、
申
世
後
期
に
お
け
る
大
学
制
度
の
新
鮮
な
歴
史
像
の
形
成
に

向
か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
学
の
社
会
史
的
研
究
の
方
向
性
が
、
新

し
い
史
料
と
独
自
の
分
析
手
法
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
確
固
た
る
｝
歩
を
進
め

た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
十
二
世
紀
の
知
の
運
動
が
大
学
と
い
う

同
業
組
合
的
な
教
育
制
度
の
形
成
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
の
枠

組
み
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
自
己
を
組
織
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、

未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
た
ん
に
外
部
の
社
会
が
大
学
世
界
を
い

か
に
規
定
し
た
か
と
い
う
だ
け
で
は
、
問
題
の
一
面
し
か
み
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
社
会
の
な
か
で
大
学
と
い
う
制
度
、
集
団
が
も
つ
独
自
の
性
格
、

役
割
が
も
っ
と
考
慮
さ
れ
、
そ
の
固
有
の
次
元
（
知
の
組
織
）
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
が
中
世
大

学
史
研
究
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
大
き
な
里
程
標
と
な
り
、
日
本
人
研
究
者
が

欧
米
学
界
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
独
自
の
貢
献
を
な
し
う
る
か
を
示
す
模
範

と
も
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
今
後
も
長
い
間
、

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
つ
ね
に
我
々
を
励
ま
し
、
啓
発
し
続
け
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
最
後
に
、
田
中
氏
の
業
績
を
周
到
な
配
慮
で
ま
と
め
ら
れ
、
永
続

的
な
形
に
し
て
く
れ
た
樋
管
の
労
を
多
と
し
た
い
。
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